





























95% の学校は正規の公立校で約 500 校。残りの
5% はユダヤ人学校で，これは 20 年以上続いて
いる。語り部の話は，約 30 分間で話せるように

































サウス・ウェールズ (New South Wales) 州の歴史










生 50%，ヴィジター 50% で，入場料は必要ない。

























































くて，その後 6 ～ 7 年収容所にいた人もいる。
 
写真 1　 Mr.Alex Ferson さん ( 左 ) と，ユダヤ人文化
センターにて
(2)　シドニー教育委員会































































　ナチのデットー（Ghettos in Zazi）に， 1939-

















































3 つのコミュニティ・サービスからなる Duke of 














































念館が開館している。いつもは，15 ～ 16 歳の高
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(5)　小学生の歴史の時間
　私が訪問した時には私立のマウント・エリザ小















　 ホ ロ コ ー ス ト の ホ ロ holo は ギ リ シ ャ 語 で





























































































































































































































































































































































例会が 1 ケ月に 1 回開かれていているが，高齢
者自身が団体を組織している。






































































58.6% であり，初めて 5 割を超えたと報告されて
いる。発達障害の学生のための学生支援室も各大
学に設置されはじめ大きな役割を果たしている。
休憩室の確保，学生に合わせて実技や実習に配慮
する，授業などの注意事項を文書できめ細やかに
伝達する，教室の座席位置などへの配慮，講義内
容録音を許可する，など大学生活をスムーズに送
るサポートをなんらか実施しているのは 371 校，
47.8% であった。
　しかしながら大学における就職活動に関する支
援はまだ十分ではない。発達障害学生の多くに社
会的コミュニケーションの困難さがあり，就職の
際の特に面接試験で不採用になることも少なくな
い。大学時代のアルバイト面接でも同様なことが
起きており，学生時代いちども就労体験をする機
会がなかったという発達障害学生も珍しくない。
繰り返しこのような経験を体験してしまうと，も
ともと苦手意識が高いところにさらに自己肯定感
の著しい低下が起こり，社会との接点を持つこと
や就活自体が進まなくなってしまう。発達障害学
生は職種によっては障害特性を活かしてＩＴ企業
など活躍できる可能性があるのだが，面接試験で
つまずき高い能力の評価を得るまでにたどり着け
ないこともしばしばである。　
　また，大学の進路課（あるいは就職課）では発
達障害学生を把握できていない，あるいは発達障
害の理解自体がかなり乏しいのが現状である。例
えば学生が，発達障害に合わせた就職支援を求め
るときには大学に対して自分の障害を明らかに説
明する必要があるがカミングアウトの難しさがあ
る。それ以前に発達障害の青年の未診断問題があ
り，就職活動を始める時期に自分の障害を認識し
ている学生は多くない。もし障害者手帳を取得し
ている場合は障害者雇用枠での就職も可能だが，
報
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